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標 本 資 料 の 整 理 と 活 用

　　　　　コンピューターの利用一

宇 治 谷 恵*

要 旨

　　国立民族学博物館が所蔵する標本資料の主な特質は,多 様な形や材質からなる個々

　の資料がコレクション単位として取 り扱われていることである。 コレクションによっ

　て,資 料名でもちいる用語や番号のつけ方が異なることがあ り,そ の相違が整理や活

　用の支障となることもある。資料と情報 との関係を情報化の視点で分析することで,

　 そのような支障を軽減することができる。配架と検索の関連などはなおさらである。

　コンピューター による情報化は,現 状の管理業務を改善できるばか りでなく,資 料を

　有効に活用するための新たな手段となる。そのためにも,現 状の情報処理の実体や問

　題を明確にする必要がある。シソーラスの開発や画像検索の技術はその上で構築され

　 るのであろう。

1　 は じめに

　博物館の資料整理にも新 しい変革が押 しよせようとしている。言 うまでもなく,こ

の変革は コンピューターや映像機器を使用 して,資 料の新たな活用をめざそ うとする

流れである。資料や情報は博物館にとって貴重な財産である。 しか し,整 理や管理の

方法によっては有効に活用できずに,た だ蔵の中にあるだけの宝の持ち腐れになって

しまう恐れがある。そのようにならないためにも,目 的や視点を確立 した うえでの有

効な整i理方法と情報管理が必要 となる。

　文化財や歴史的な遣産を保管する博物館は,そ の目的や機能が明確にな りやすい。

しかし,現 代の社会や文化に関する資料を保管する博物館や資料館にとっては,そ の

機能や利用する立場の考え方 も多様にならざるをえない。設立の背景や現実に収集で

きる資料の性格の違いによって,多 様な議論が展開されている。

　資料の保存を前提に考えることと活用を前提 とする立場は,往 々にして相反する意

見となることが多い。その両者の立場を考慮したうえで,バランス ある資料の整理方

法を確立することが,博 物館の資料管理者にとって最大の課題である。 しか し,こ の
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課題はいつも手続 きや制度ばか り議論 されて,結 果としてどのようになるかが明確iに

ならないきらいがあった。すばらしく資料が保管されていても活用できないのではな

いか,逆 に容易に利用できても資料の保存に問題があるのではないかなど,は てしの

ない議論が くりかえされてきた。この議論をいくら資料の面からのみ考えても,適 当

な答えをだすことは容易なことではなかった。

　 ところが,博 物館資料の情報化を議論すると,解 決可能な個別分野が存在 している

ことに注 目させられる。すなわち,資 料 とそれに関する情報 とを収集 ・整理 ・蓄積 ・

活用などそれぞれの扱いの違いから分析することである。その分析の視点は,資 料の

良好な保存とともに有効な情報の活用であることは言 うまでもない。画像情報の活用

や シソーラスの開発などは,そ の問題を解決するうえで重要な手段となるのであろ

う。そ のためにも,博 物館における資料の特質や基礎的な整理のあ り方を確認する必

要がある。本稿では,そ れらの分析の過程や実際の整理内容を報告 し,さ らに問題点

を明らかに したい。

2標 本 資 料 の 特 質

2.1増 加 す る資 料 と情 報

　国立民族学博物館(以 下,民 博)は,世 界の諸民族の生活や生産をものがたる民具

などの標本資料(以 下,資 料)を,現 在19万 点ほ ど所蔵 してお り,毎 年新たな資料が

1万 点ほ ど収集されている。資料は,初 期の整理や保存処理が完了 したものから収蔵

庫内で保管される。収集や整理の対象となるものは,単 に資料だけにとどまらない。

資料に直接関連する情報やその背後にある文化全体の記録も含まれる。地域研究や物

質文化研究などその対象は多様であるけれども,様 々な資料や情報が収集される。海

外における収集の対象となった地域や国々は,す でに70を越える状況であ り,普 段あ

まりなじみの少ない地域や民族の資料も収集 される。国内の資料 も多 く,玩 具や漆の

製品など特定なテーマを対象 とした資料が収集されている。19万 点におよぶこれらの

資料のうち,約9000点 ほどが展示場で公開されている。

　公開された資料が示すように,形 や大きさ,そ して材質などが同様な資料であって

も,そ れが製作された状況や使用方法の違いによっては,ま ったく異なる情報を提供

することがある。さらに,た とえすべての情報が共通する資料であっても,観 察する

人によっては個々の資料から異なる情報を得ることがある。博物館 としての資料の特

質は,所 蔵品のすべてに一つとして同一資料がないとい うことである。
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　さらに,当 然のことながら,そ れらの資料や情報が永久に増加するという特徴があ

る。博物館の研究や収集活動が継続すればするほど,そ の量は加速度的に増加する。

そ して,こ れらの大量な資料や情報ばか りでなく,整 理や活用にともなう管理や履歴

情報なども同様に蓄積 していくことが必要である。

2.2　 多様な形態 と材質

　収蔵庫に保管される資料は,前 述 したように,実 に様々のものがみ うけられる。大

きな船や民家の部材もあれば,釣 り針や釘のようなものもある。また,遣 跡か ら発掘

された石器もあれば,時 計や電話などの現代的な資料 も含まれている。極論すれば,

食物のような生もの以外のものは,な んらかの資料 として保管されているといえる。

食物でさえ,最 近は模造としての製作物を収集することさえある。民博の収蔵庫は,

表1資 料にもちいられていた頻度の高い素材

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

材 　質

　 木

　 塗

　 鉄

竹 ・藤 ・葦

　 撚糸

　 土

　 銅

油 ・渋紙

　 紙

　 布

総 点 検 点 数

使用点数

5881

4190

3247

2879

2199

1887

1494

1445

1358

1271

使 用 率

40.8%

29.0%

22.5%

19.9%

15.2%

13.1%

10.3%

10.0%

9.4%

8.8%

14400点

表2資 料にもちいられていた頻度の高い形態

1

2

3

4

5

6

7

形 　 態

縄 ・紐類

金網 ・針金

　 籠類

張 り子

宝石類

　 ゴザ

服飾小物

総 点 検 点 数

使用点数

2724

607

594

422

285

228

164

使 用 率

18.9%

4.2%

4.1%

2.9%

1.9%

1.5%

1.1%

14400点
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現代の世界の人々が作 りだ した物を保管 した 「タイムカプセル」なのである。その中

には,す でに私たちの身の回 りから消え去ろうとしている貴重な資料 もある。製作者

や使用者が特定の個人ではない資料であっても,庶 民のエネルギーを訴えるような芸

術的にす ぐれたものや,技 法的にも評価されるものもある。

　美術品や考古資料と異な り,民 族学の資料は多様な素材や形態から成 りたっている

ことが特徴である。木 ・鉄 ・塗 り・繊維 ・竹などの材質が資料の素材として多 く利用

されている(表1)。 木や鉄を材質の一部 とする資料は,農 具や家具などに多 く,一

方,土 や繊維などから構成される資料は人形や仮面などに多 くみとめられ る。資料の

形態は,農 具のように縄類や籠類 ・針金などが複合的に組み合わされている例が多い

ようである(表2)。

2.3　 コ レク シ ョソ資 料

　資料の収集には,直 接収集 と間接収集の2種 類の方法がある。直接収集は,資 料を

製作 した り使用している現地に収集者が直接でかけて,調 査をおこないながら収集す

ることである。間接収集は,収 集者が直接に現地にでかけることなく,第3者 の協力

を得て間接的に収集することである。できることなら,資 料は現地において直接収集

されることが望ましいが,現 実に収集できる資料のほとんどは間接的に集められたも

のである。

　間接収集する資料の場合,地 域や物質による研究領域を問わず,1点 のみの資料が

収集の対象 となることはほとんどない。わずかな例外として,仮 面や絨毯など,資 料

そのものの歴史的な希少価値や芸術性から1点 のみを収集することもあるが,一 般に

はコレクショソのまとま りとして集められる。また,衣 装のように,1点 でも上着や

下着そして靴や帽子まで揃 ったものは,一 つのコレクショソとして位置づけできる。

コレクショソ資料を収集する場合,個 々の資料の情報もさることながら,資 料全体の

情報によりおもきを置くこともある。「誰が」,「何時」,「何のために」,「何処で」な

どの収集の動機や過程そのものの情報である。人によっては,個 々の資料に詳細な情

報がないことを資料的な価値が少ないとして問題にすることもあるが,そ のような人

は,実 際の調査や収集の難 しさを体験 したことのない人に多いようである。た しか

に,資 料名の表記における用語の不統一などは後々の整理や利用の支障とはなるが,

資料の価値を問 うような問題ではない。収集者がどの程度の目的意識をもって収集 し

たか,そ の後の研究や展示にどのように活用されたかが,も っとも評価されなけれぽ

ならないと考えられる。
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　収集された単位としてのコレクションとは別に,あ る特定の収蔵庫に保管された一

括資料や研究者が様々な資料の中から自分な りに検索した塊も,別 な意味でのコレク

ショソとみなすこともできる。

2.4収 集 カー ドと関連 情報

　フィール ドワークなどで調査する場合には,自 分が日常使用するようなノー ト類に

情報を記載することが多い。 しか し,客 観的な情報が必要となる資料収集の場合に

は,あ らかじめ統一した項 目が決められたカー ドを使用することが有効である。民博

では,資 料収集にあたっては,標 本名 ・現地名 ・収集地 ・使用地 ・製作地 ・用途など

の情報を記入する 「収集カー ド」が作成されている(図1)。 このカー ドの記載情報

は,以 後の整理や管理そして検索などの基礎情報 となる。原則として,収 集カー ドは

資料の収集時に現地において記入される。A5判 の大きさか らな り,2枚 が複写でき

るようになっている。資料を観察しながら記入 し,資 料に対応する収集番号が記入で

きるように してある。同時に,文 字や記号のみでは記録できない情報をスケッチとし

て記録できるようになっている。さらに,詳 細な記録情報がある場合には,写 真そし

てフィール ドノー トの記載ページを記入することもある。

　資料の収集は,い つでもできるものではない。タイ ミングと運が重要 となることも

ある。祭 りや儀礼などの資料を収集する場合は,な おさらである。資料そのものの計

測や観察などは,後 でも十分まにあうことがある。必要なのは,そ れをつかっている

その場の情報なのである。写真やテープそ して自分の目や耳で感じた光景を詳細に記

録することが重要である。家具の収集であっても,家 や家具の配置を記録 した実測図

や見取 り図が作成できればより有効となる。その図面か ら使用されていた状態が再現

され,今 後の研究や展示で活用できることもある。

　 しかし,図 面や写真をディジタル情報 として蓄積することは容易なことではない。

電子ファイルなどの最新機器をつかえば可能なこともあるが,そ の情報の検索はそれ

ほど容易ではない。たとえ最適な入力 ・検索 システムができあがっても,将 来の情報

量の増加を考慮 しなくては,十 分なシステムとは言いがたい。資料 と情報,そ れ らを

各整理業務から質 と量の関連で明確にする必要がある。図2の 流れ図は,民 博におけ

る資料の収集から利用までの業務と情報の関連を簡略化 して示 したものである。
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図2　資料の収集から利用まで

2.5資 料の標本化

　民族学の対象となる資料は,た だ収蔵庫や展示場に保管されているだけならぽ,普

通の資料にすぎない。標本としての資料は,あ る種の加工や整理が必要 となる。押し

葉や昆虫などの生物学資料は,保 存 ・分類されることで標本化されることは容易に理
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解することができる。それでは,生 活用具(以 下,民 具)な どの資料を標本としての

資料にするには,ど のような加工が必要 となるのであろうか。虫やカビなどを除去す

ることが,最 初に考えられる。損傷している部分の修復や保存処理なども,同 様に必

要であろう。 しかし,そ れでは,た だ ものを保存するというだけである。他に,何 を

どのように処理すればよいのであろ う。

　標本 とは,数 学的な厳密な定義は別 として,全 体や関連する資料が類推できる要素

としての資料である。生物学的な資料であれぽ,詳 細に分類や整理がおこなわれてい

れば十分である。それでは,私 たちの対象 とする資料においてはどうであろうか。個

々の資料がそれぞれ詳細な情報をもっていても,そ れをもとに類似する資料の情報を

類推することは不可能と考えられる。一つの指標にはなるが,そ の資料をもって し

て,そ の代表的な標本 とすることはできないのである。 しか し,大 量な資料や情報が

収集され,そ れがある塊 として表示 ・公開されれば,あ る種の標本 となるのであろ

う。たとえぽ,あ る地域の文化やある儀礼の文化を例にとると,そ れを構成する一つ

一つの民具は要素であ り資料にすぎない。資料が網羅的そして体系的に集合した全体

こそが,あ る文化を類推できる標本とな りうるのである。

　民族(民 俗)学 系の博物館が大量な民具を集めることを主たる業務とする理由は,

まさに文化や社会の標本 としての資料を収集 し,研 究素材 として活用することにほか

ならないと考えられる。

2.6　技術伝承 と資料

　民具はその地域や個人がもつ技術伝承の結晶である。技術 といえば生産技術のみと

考えがちであるが,つ かい方やその変遷など人間生活への影響の しかたを考えること

が重要である1岩井　1990:190】。農具や家具からは,職 人ばか りでな く,生 活する人

々の固有の生きる智恵をうかがい知ることができる。人形や仮面は,そ の土地の材料

や風土から育まれた技術をかもしだしているとともに,人 々の素朴な願いや憂いをあ

らわしている。農具の形態の違いは,農 業技術の変遷を示すだけでなく,そ の土地や

作物の違いを明らかにするのである。

　それでは,博 物館では技術伝承の情報 として何を収集できるのであろうか。資料は

もちろん,技 術の裏づけとなる資料の材質や構造,そ して製作の技法などを詳細に記

録した情報である。情報が完備 していれぽ,仮 に資料そのものを収集しなくてもすむ
　

こともある。万一,そ の現物資料が現地でさえ廃絶していても,博 物館がもつ情報か

らその現物の複製を製作することも可能 となる。過去から現代そ して未来へ,技 術の
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変遷を資料 とともに収集することが,技 術伝承を継承することにもなる[梅室　 1980:

13】。博物館の使命は,資 料や情報の蓄積 と公開ばか りではない。その情報をもとに,

過去の技術を復興 した り,現 代の技術に新たな付加価値をつけ加える情報発進セ ン

ターとなることでもある。

3整 理と収蔵

3.1　多様な番号

　収集された資料には,今 後の登録や管理のキーとなる番号が付与される。この種の

番号にも様々あるが,代 表的なものを民博では 「標本番号」とよぶ。標本番号は収蔵

庫内での整理にはもっとも利用に適 しているが,他 の利用形態となると別の番号体系

がつかわれることもある。展示用には 「展示番号」,館 全体の物品の管理のためには

「備品番号」が付与 される。理想的には,一 つの統一した番号ですべて対応できれぽ

問題はない。 しか し,現 実には,前 述 したように多様な番号体系になっている。この

ような問題が生まれるのは,何 故であろうか。最大の理由は,資 料1点 に対する番号

の付与のしかたに起因する。資料は,必 ず しもすべてが1点 の部品から構成されてい

るわけではない。多数の部品から構成された資料の付与の方法は,単 純のようであっ

て難 しい問題である。カップと皿を一つの資料 としてとらえるのか,そ れとも個々の

番号を付与するのか。その結論は,そ れが収集された情報によって判断されるが,用

途や 目的によって異なることがある。展示番号のように,展 示構成の単位から番号が

つけられることもある。

　一般に,資 料の管理の立場からは,個 々の部品単位に番号を付与することが適して

いると考えられる。逆に,利 用する立場からは,あ ま り細かい単位で番号が付与され

ていると資料全体が把握できないとい う欠点をもつようである。たとえば,家 屋や船

などの資料の部品ごとに番号を付与 しても全体が把握できないことがある。カー ドや

台帳の記載においては,な おさら問題となる。番号を付与することは,同 時に,そ れ

らの1点1点 に名称を付加することも意味する。部品の名称の表記のみが重要とな

り,全 体の資料 としての機能が暖昧になることもある。利用者にとっても,あ まりに

も多 くの情報から,欲 しい情報を編集 しなければならないことになる。

　 このような番号に関する様々な問題を少 しでも減少させる方法は,や は り,コ ソピ

ューターを活用した情報管理である。たとえば,個 々の資料に詳細な番号が付与 され

ていても,コンピューター の内部に共通な資料の塊であることを追加情報として記録
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することである。また,多 様な番号体系もその対応テーブルさえもっていれぽ,利 用

する側は自分の目的に適 した番号のみで,こ とはた りる。ただ利用する側に,そ の目

的や番号体系が十分に理解されていないと,結 果として混乱を起こさせる危険 もあ

る。混乱を避けるためにも,よ くつか う番号をどれか一つ決めてお くほ うが管理のた

めには適 しているようである。

　次に,付 与する番号の順列はどのようになるのであろうか。この問題は,後 述する

配架や分類の問題と深 くかかわ っている。一つの方法 として,受 け入れや整理の順に

付与することが考えられる。民博においても,基 本的にはそのような方法を採用 して

いる。 また,番 号体系から収集年月などの意味を階層的にもたせることも考えられ

る。番号の頭にイニシャルを付加することで,材 質や収蔵場所をも示す方法もある。

一つの数字の順列か ら,多 くの情報が提供できるのにこしたことはない。しかし,そ

れは現実には不可能なことである。基本 となる番号は,収 集の受け入れ順のように,

単純なものが最良であると考えられる。分類などの情報は,そ れ独自のコー ド体系 と

して別に記録することが,よ り多様な利用に対応できるであろう。

3.2　 名称 の表記 と台帳

　収集された資料には,必 ずそのものをあらわす名称がつけられている。名は体をあ

らわす という諺のとお り,名 称からは資料の形 ・材質,そ して用途 ・産地 ・人名まで

類推できることもある。たとえば,宗 教用丸型土器 と名づけられていれば,そ の資料

の概要がおおよそ理解できるが,民 族(民 俗)資 料の名称は,普 段の生活で使用され

るような単純な用語がつかわれる。さらに,名 称のつけ方 も,収 集者の見識であるた

め,同 様な資料でも多様なものとなる。そのような状況に対 し,博 物館関係者から,

文化系の資料に も学名を制定 しては どうかとの問題が提議 されている。大 まかな意

味,た とえば土器 ・人形 ・掛け軸などは可能かもしれない。 しか し,民 族(民 俗)資

料に学名をつけた り,用 語の統一をはかることは,現 状では容易なことではない。用

語の統一をはかること自体が,博 物館の情報処理や研究にとって良いことかという素

朴な疑問が存在する。用語の違いによって資料の変遷の過程や収集者の価値観の違い

を知ることもできるからである。

　民博では,情 報の基本台帳となる標本情報 カー ドを作成 している1)。記入項目は約

30項 目にもな り,収 集者が資料についての学術研究情報を記入することになってい

る。記入項目の中に,資 料の種類や名称に関係する3項 目がある。

1)本 書資料編A「 情報カード」参照。
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A.標 本の種類

B.現 地名

C.標 本 名

実物　複製　模型

使用された地域での呼称

一般的な名称

上記の項 目の中で,学 名に相当するものは標本名である。標本名に記入された名称を

分析すると,当 然のことながら実に様々な表記が存在 している。「稲刈 り用鎌」のよ

うに具体的なものもあるが,中 には収集者 しか理解できないようなものもある。たと

えば,た だ「容器」のような暖昧なものであった り,本 来は動物の人形であるのに「精

霊」としか表記されていないこともある。できることなら,標 本名には具体的な機能

や形態がわかるような表記をすることが望まれる。送 り仮名やカタカナ表記の方法に

ついても,国 語辞典などを参考として標準化するほうが よい。

3.3配 架 と分 類

　収集された資料は,整 理や保存処理が終了 したものから,収 蔵庫に配架される(写

真1)。 配架の順序は,収 蔵空間の節約のため標本番号順(受 け入れ順)に なってい

る。一部の特殊な資料(衣 類 ・刀剣 ・大型 ・漆器)を 除いて,収 集のコレクション単

位でまとまって数本の棚に置かれる。大きさや形態によっては,棚 板の間隔を変えた

り,整 理箱を利用するなどして効率的に収納する。そして,す べての資料には収蔵場

所 としてのア ドレスが付加される。資料を取 りだ した後に返却する場合は,必 ず所定

の棚に戻すようになっている。配架や収納の方法が単純であることは,利 用する研究

者の多様な要求と矛盾することが多々ある。せめて,地 域や民族だけでも分類 して配

写真1収 蔵庫の収蔵棚
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架 してほしいなどの素朴な要望もある。たとえば,ア フリカの物質文化をすべて研究

したい利用者は,検 索なしで,あ る特定の収蔵庫や棚でことをすませたいのである

が,現 実には複数の収蔵庫の棚へでかける必要がある。

　分類や配架は,ど のような方法を採用するにしろ,あ る種の欠点をもっている。資

料の分類には,一 般には5種 類の概念(時 代 ・地域 ・用途 ・形態 ・材料)が つかわれ

るといわれるが,ど の分類をもちいても満足できるものでもない。用途的な分類 とな

ると,そ の体系さえ確立されていない。検索においても同様であるが,一 つの概念で

すべての資料を分類することは不可能である。それならば,分 類するより,あ る一定

の基準で配列したほうがより柔軟に対応できると考えられる。実際,コ レクションに

よっては,あ る特定の資料が複数の地域にまたがった りすることもある。資料の配架

の原則は,で きるかぎ り収集 されたコレクショソの単位をくずさないことである。民

博おける収蔵庫の配架は,コ レクショソからなる標本番号順を基本とす るが,一 部の

資料は保存 ・管理上のため,形 態や材料分類をしている。

3.4　収蔵庫 と目録

　研究や展示での資料の有効な活用は,収 蔵庫内で整理や管理がゆきとどいてこそ初

めてもたらされる。いつでも目的の資料を自由に調査できる状態を作ることが重要で

ある。可能ならぽ,研 究者ぼか りでなく,一 般の入館者にも一部の収蔵庫を公開でき

ないか との意見もある。博物館用語 として「収蔵展示」という言葉が存在す る。実際,

最近の博物館では,展 示場の一部に収蔵棚をもちだして,関 連する資料を公開できる

ようにしているところもある。収蔵棚を展示場にだすのか,逆 に入館者を収蔵庫内へ

導 くのか,そ の可否は別として,よ り多くの資料を一般公開することは博物館の理想

である。 しか し,現 実には研究者でさえ自由に入室できない。管理や保存のため,所

定の手続きや申請が必要となる。非常に貴重な資料は,人 の手にさえふれさせない保

管 ケースに厳重に収納せざるをえないこともある。たとえ入室できても,自 分の欲 し

い資料をす ぐに探 しだすことは,配 架との関係でほとんど不可能なことである。 この

ように,収 蔵庫は,公 開とい う理念はあるが,実 際には限定された研究施設 と位置づ

けることができる。

　長年,博 物館で働 く人は 「博物館の生き字引」または「倉庫番」ともよぼれてきた。

研究者が資料を利用したいとき,自 分で検索するよりも,そ のような人に目的の資料

を探す ことを依頼することが多い。その人の知識の中に,収 蔵資料の情報が蓄積され

ているからなのである[宇 治谷　 1984a,1984bl。 人間の記憶力は,コ ンピューターや
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台帳より有効なこともあるのである。 しかし,大 量な資料の中から,あ る特定な資料

を正確に探 しだすためには,記 憶よりも正確な記録からの検索が有効である。

　博物館資料の記録作業は,目 録や台帳づくりで一区切 りけじめがつくといわれてき

た。従来,博 物館職員の主な仕事は,収 蔵資料の全貌をどのような体裁で目録化する

かであった。この場合にも,配 架と同様,ど のような分類体系をもとに編集するかが

問題となる。 目録ならば受け入れ順でよいが,図 録となると,あ るテーマの設定が必

要であるとか,様 々な体裁が検討される。一般には,あ る期間の収集資料をコレクシ

ョン順にならべて,番 号 ・名称 ・収集地 ・原所蔵者 ・大きさなどとともに写真を掲載

するようである。 目録や図録が完備されていれば,あ る程度の資料の所在を把握する

ことができる。さらに,分 類された検索カー ドが利用できれば十分なのであろ う。 こ

のような整理作業は,小 数の所蔵資料をもつ博物館にとっては最善の方法となる。 目

録や図録を,収 集や整理の協力者や他の博物館などに贈呈する意味では重要なことで

ある 【中村　1978:2761。

　 しか し,民 博のような大量の資料を保管する施設にとっては,手 作業でそのような

ものを作ることは当を得ていない。整理 ・配架 ・検索 ・目録 これらの作業は手続 き

であって目的ではない。資料をどのように したら活用できるかを考えると,多 種多様

な利用形態が想定される。それらの要望に対 し,人 手 と時間をかけずに効率的に対応

できるためには,コンピューター を利用 した情報管理 システムが必要である。必要な

目録や リス トが容易に出力できること。収蔵庫内に入らなくても,目 的の資料の所在

が容易に把握できること。そのためには収蔵資料の在庫管理をどのようにシステム化

したらよいかについて様々に検討 した結果,で きあがったものが図3で ある。

　最近の調査によれぽIRoBERTs　and　LiGHT　 1980:40】,欧 米における博物館の組織的

な情報管理の原動力になったのは,盗 難管理や保存情報などの記録の必要性と部品の

扱いであると報告されている。
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4　 情 報 処 理 と資 料 の 活 用

4.1在 庫 管理 と部 品処理

　資料の管理の基本は,必 要なときに必要な資料を速やかに取 りだせることである。

要は,資 料に関連する最新の情報が整理されているかどうかが問題である。この情報

は,研 究情報は当然であるが,そ の資料がどのような状態になっているか という管理

情報が重要である。どんなすばらしい検索システムがあっても,実 際の資料が所定の

棚に存在しなかった り,傷 み方に関する情報が正確に提供されないならば意味をなさ

ない。とはいえ,収 蔵庫内に数名の人を配 し,た えず資料の在庫 ・管理状態を点検す

ることは不可能である。そのためにも,こ れら資料の管理情報もコンピューター 処理

が必要になる。資料1点1点 の入出庫にともな う在庫情報や展示などの履歴情報が入

力されていれば,た とえその資料が貸出などされていても,次 の利用計画をたてやす

い。

　この場合の問題は,前 述した,番 号の付与 とおおきく関係 している。利用す る者に

とっては,1資 料すべてを利用 しないことがある。たとえぽ,前 述 したカップと皿が

セッ トになった資料の うちでカップのみを借用 したい場合を考えてみ よう。このと

き,当 然,コ ンピューターには,番 号や部品数 ・期間などの情報が登録 される。 しか

し,実 際は1点 の一部分が貸 しだされているが,コンピューター 上ではそれがカップ

か皿であるかを判断できない場合がある。2部 品から構成される資料であれば,コ メ

ントを記載すれば情報としては提供できることもある。 しか し,テ ン トのようなもの

になると,そ のようにうまく処理できない。部品が多いため,配 架の場所 も複数 とな

ることがある。結果は,部 品と配架が対応 しないため適切な管理情報が蓄積できない

ことになる。 これ らの問題を解決する適当な対策は,現 在のコンピューターのデータ

ベースでは容易ではないようである。立体物や個体のように,資 料と名称や番号が対

応するものは問題は起きないが,そ れ以外の資料は手作業による何らかの工夫が必要

となる。同様の問題は画像処理をおこなう場合にも発生することがある。

4.2　 画像処 理 と資料 の活用

　展示は博物館の華である。苦労して収集 し,整 理や修理が終わった資料を展示場で

公開することは,人 間でたとえれぽ,子 どもを一人前に育てあげ,結 婚させるような

ものである。展示場は,い わば結婚式の披露宴であ り,資 料は新郎 ・新婦なのであろ

う。 しか し,収 蔵庫内から最適な新郎 ・新婦を探 しだすことは大変なことである。形
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は合っても相性がよくないものがある。検索された リス トをもとに,何 十点の類似す

る資料を前室へ取 りだ し,お 見合いをさせな くてはならない。1組 だけなら容易であ

るけれ ども,何 百組のカップルを作ることは容易ではない。スペースばか りでなく,

仲人の労力にも限界がある。結果 としては,写 真やスケッチにたよらざるをえないの

である。

　民博でも,標 本画像自動処理装置の導入以前から写真や計測をおこなうことで,実

測図の作成をすすめてきた。しかし,こ れらの処理は人手にたよることが多く,現 実

にはあまり多 く資料が処理できなかったのである。そこで,こ れらの一連の作業をコ

ソピューターや光学技術を駆使して自動化した装置が,民 博が世界で初めて開発した

「標本画像自動処理装置」である2)。この装置の特徴は,資 料の正面 ・平面 ・側面 ・

鳥瞰の各画像がディジタルで自動入力できるとともに,資 料の最大長の計測(非 接触

方式)と 重量の計測がおこなえることである。また,任 意の2点 間の距離をモニター

画面上で計測 した り,画 像の輪郭線表示など各種の画像処理機能を有している。すで

に,5万 点ほど画像処理をおこなったが,処 理能力や画質,精 度などの点で改善すべ

き課題をかかえている。履歴書の写真にはなるが,ま だ,お 見合い用の写真にはなっ

ていないようである。

　画像情報であれ文字情報であれ,情 報の入力 ・編集をおこなうのは人間である。文

字情報であれば,入 力の間違いがなけれぽよいが,画 像情報は画質の良し悪しが問題

となる。黒い資料と白っぽい資料を同一の条件で画像入力することは難 しく,資 料の

特性によっては照明やカメラの調整が必要となる。時間さえかけれぽ,そ れもさほど

問題にならないが,多 くの資料を対象とする場合にはそ うはいかない。できるかぎり

自動化することが望まれるが,最 終的には人間によるチ ェックを経なければならな

い。このチェヅクを軽減するためにも,コ ンピューターにも人間に近い判断基準をも

つように,改 良する必要がある。

5む すびに

　コンピューター を利用 した情報化により,資 料の検索や活用の分野にも,新 たな展

開がみえてきた。収蔵資料の一覧や複数資料の状態を画像をとおして確認することが

可能 となった り,曖 昧な概念の検索でもシソーラスを機械に記憶させれば,何 か しら

の資料を検索することも可能となってきた。また,言 葉ではあらわせない形態や文様

2)本 書資料編Dr標 本画像自動処理装置」参照。
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か らの検索が可能になるのも,遠 い将来ではないようである。

　 しか し,こ れらの最新の機器や ソフ トウェアは道具であ り,あ る意味では,現 代社

会の技術資料であるともいえる。私たちの次の世代は,こ れ らの機器に,資 料 として

どのような記録 ・情報を付加するのであろ うか。もし,「つかいにくい」 というキー

ワー ドがつけられたならぽ,そ れらの機器を開発 した理念と実際の作業にズ レが生 じ

ていたのであろう。

　そ うならないためにも,現 在の問題や課題をたえず分析 して解決する必要がある。

いずれに しても,前 向きにコンピューターと対話 ・協調することが,そ れらの問題や

課題を解 く手掛か りとなるのである。
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